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これからこれから今まち
　の
まち
　の 今 これから今………

　狭山市の市立の小中学校では年

に2回、お弁当の日を設けています。

11月のお弁当の日に、堀兼小学校

では、地域の農業者と保護者、公民

館職員が協力して、特産の里
さといも

芋を

はじめとする地元野菜を食べても

らおうと、芋煮会が行われました。

この会に私も参加し、かつて友人た

ちと野菜炒めを作った学校の調理

室で、包丁を片手に子ども達と一

緒に調理し、校庭の真ん中でおい

しい芋煮をいただきました。

　松尾芭
ばしょう

蕉が『奥の細道』の冒頭

で、「月日は百代の過
か か く

客にして…」

と詠
よ

んでいますが、私が小学生の

頃、将来、市長になるとは想像すら

できませんでした。早いもので今

年も師走。市長に就任してから3

回めの冬を迎えました。この間、

様々な事業を通じて市民の皆さん

から教えられることが大変多く、

各地域の特性を生かして、まちづ

くりに励んでいる方がたくさんい

らっしゃることを実感しました。

　「この国は、まだまだやれる」、映

画のワンシーンの台
せ り ふ

詞ですが、市

民の力こそが市の活力になります。

　皆さんに心から感謝して、今年

一年を締めくくりたいと思います。

本当にありがとうございます。

市長の主な動き
○11/2・4・5…市民文化祭 ○11/3…ふるさ
と納税返礼品「特別観覧席」訪問 ○11/8
…川越県土整備事務所への要望活動 ○
11/10…埼玉県都市教育長協議会定例会、
姉妹都市韓国統營市訪問団歓迎会 ○
11/11…入間野中学校創立30周年記念式
典 ○11/12…さやま大茶会 ○11/14…国
民保護実動訓練 ○11/22…定例記者会見 
○11/29～…市議会第4回定例会 

年末に想
おも

う
おも

ONE for ALL

「茶」の文化に触れた さやま大茶会

  大規模イベント開催時の緊急事態を
想定した「国民保護実動訓練」を実施

㉔

　11月14日㈫、市役所敷

地内で150人が参加して、

狭山市で初めての｢国民

保護実動訓練｣を実施し

ました。

　この訓練は、｢東京オリ

ンピック・パラリンピックの期間中に市役所に薬剤

が散布され、多数の傷病者が発生｣という状況を想

定し、狭山警察署や埼玉西部消防組合、市消防団、航

空自衛隊など｢狭山警察署テロ対策『彩
さい

の国』ネット

ワーク｣の構成機関が連携して実施したものです。

　訓練では、合同指揮所と応急救護所を設置して、庁

舎から避難してきた傷病者の救護活動を行ったほ

か、消防隊員が被害の原因となった薬剤を回収し、警

察に引き渡した後、自衛隊による除染作業を行い事

態収拾となるまでを本番さながらに実施しました。

　今後も市では、訓練を通して、非常時の対応手順の

確認と関係機関との連携強化を図り、様
さまざま

々な危機に

迅速に対応できる体制構築に努めていきます。

問合せ危機管理課へ内線3694

  現在納付書現在納付書でで市税市税をを納付納付しているしている方方へへ

キャッシュカードだけで
口座振替に変更できます

　1月から「ペイジー口座振替

受付サービス」を開始します｡こ

れにより、キャッシュカードだ

けで市税などの納付方法を口座

振替に変更できます。

　収税課の窓口で、申込用紙に記入の上、キャッシュ

カード（クレジットカードは利用できません）を専用

端末に通せば手続きが完了します。

【対象税目】 ▼市民税・県民税 ▼固定資産税・都市計

画税 ▼軽自動車税 ▼国民健康保険税 ▼介護保険

料 ▼後期高齢者医療保険料

【受付場所】市役所1階収税課

【持 参品】口座振替を希望する口座のキャッシュカード

【手続き】①申込用紙に、住所、氏名、希望する税目を

記入する ②専用端末にキャッシュカードを通す ③

キャッシュカードの暗証番号を入力する

※希望する月の10日までの申し込みで、月末の納付

　分から口座振替になります

問合せ収税課へ内線1080
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仲
川 

幸
成 

氏（
前
狭
山
市
長
）

　

長
年
に
わ
た
り
、

狭
山
市
長
及
び
狭

山
市
議
会
議
員
と

し
て
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
市
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、防
衛
施
設
周
辺
整
備
全
国
協

議
会
副
会
長
、全
国
基
地
協
議
会
理
事
、

埼
玉
県
市
長
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
も

歴
任
し
、市
政
の
み
な
ら
ず
広
く
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、狭
山
市
駅
西
口
周
辺
の
市

街
地
再
開
発
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
都

市
基
盤
の
整
備
や
行
財
政
改
革
を
進
め

る
と
と
も
に
、「
地
区
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
や「
狭
山
元
気
大
学
」の
開
校
を
通
じ
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
企
業
誘

致
や
既
存
企
業
の
振
興
に
も
尽
力
し
、

住
宅
都
市
と
し
て
、ま
た
県
下
有
数
の

工
業
都
市
と
し
て
狭
山
市
の
持
続
あ
る

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
表
彰

埼
玉
県
知
事
表
彰

新
狭
山
地
区
連
合
自
治
会

　

「
埼
玉
に
住
む
な

ら
狭
山
市
、
狭
山
市

に
住
む
な
ら
安
心
・

安
全
、
子こ

ど

も供
と
お
年

寄
り
に
や
さ
し
い
新

狭
山
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｃ（
地
域

防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

を
中
心
と
し
た
防
犯

活
動
や
敬
老
活
動
な
ど
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
も
活
発
で
、特
に「
あ

じ
さ
い
祭
り
並
び
に
国
際
交
流
の
集つ

ど

い
」

の
開
催
は
28
回
を
数
え
る
な
ど
、地
域

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、諸
外
国
の
方
々

と
の
文
化
交
流

を
通
じ
て
相
互

の
親し

ん
ぼ
く睦
と
地
域

活
性
化
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

消
防
功
労
者
表
彰

消
防
功
労
者
表
彰

　

11
月
14
日（
県
民
の
日
）に
、「
埼
玉
県

知
事
表
彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

橋
本
康
雄
氏（
元
狭
山
市
議
会
議
員
）

　

長
年
に
わ
た
り
、

狭
山
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、市
議
会
議
長
、文
教
厚
生
常

任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、常

に
活
発
な
議
会
活
動
に
努
め
、そ
の
職

責
を
果
た
し
、適
切
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、狭
山
市
農
業
委
員
会
委
員
も
務

め
る
な
ど
、多
方
面
か
ら
教
育
、生
活
環

境
の
充
実
な
ど
、住
民
福
祉
の
向
上
と

市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
島
敏
和
氏（
埼
玉
西
部
消
防
組
合
消
防
正
監
）

　

長
年
に
わ
た
り
、

消
防
職
員
と
し
て
職

務
に
精
励
し
、
災
害

現
場
で
は
豊
富
な
経

験
に
基
づ
く
的
確
な
判
断
と
優
秀
な
指

揮
能
力
に
よ
り
、被
害
の
軽
減
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
防
災
力
の
強
化
、災
害
対

応
力
の
向
上
、警
防
行
政
の
推
進
な
ど

に
、そ
の
卓
越
し
た
能
力
を
余
す
こ
と

な
く
発
揮
し
、消
防
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
㈯
に
、「
消
防
功
労
者
表
彰

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
消
防
庁
長
官
表
彰　

元
分
団
長 

戸と

が

さ

き

ヶ
嵜
克
秀
ほ
か
10
名

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

家
族
顕
彰
▼
岸
好
美 

▼
細
田
瑠る

み

こ

美
子

▼
藤ふ

じ

お生
カ
ナ
子 

▼
齋
藤
み
や
子 

▼
嶋

原
香
織　

特
別
功
労
章
▼
藤
巻
健
一　

一
等
功
労
章
▼
岸
和
則
ほ
か
４
名　

二

等
功
労
章
▼
古ふ

る

や谷
祐
一
朗
ほ
か
８
名　

三
等
功
労
章
▼
増
田
圭け

い
す
け輔
ほ
か
17
名　

機
関
技
能
章
▼
齊
藤
龍

り
ょ
う　

勤
続
章
▼
藤

巻
健
一　

無
火
災
消
防
分
団
▼
第
７
分

団　

消
防
功
労
章
▼
中
島
憲の

り
あ
き昭　

民
間

防
災
団
体
自
衛
消
防
機
関
▼
株
式
会
社

ケ
ー
ヒ
ン
狭
山
工
場 

▼
西
武
鉄
道
株
式

会
社
新
宿
線
車
両
所
南
入
曽
車
両
基
地

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
狭
山
入
間
支
部
表
彰

無
火
災
消
防
分
団
▼
第
４
分
団 

▼
第

５
分
団 

▼
第
６
分
団　

特
別
功
労
章

▼
落
合
真ま

さ

し士
ほ
か
12
名　

一
等
功
労
章

▼
細
田
憲
一
ほ
か
12
名　

二
等
功
労
章

▼
齋
藤
友
宏
ほ
か
10
名　

三
等
功
労
章

▼
吉
﨑
正
希
ほ
か
13
名　

消
防
功
労
章

▼
田
中
英ひ

で

み實

　

平
成
29
年
、地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
㈪
に
は
、地
方
公
共
団
体
の
一
層
の
発
展
と
地
方
自
治
の
伸
展
を
期
す
る

た
め
、自
治
行
政
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
を
表
彰
す
る「
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
式
」が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。埼
玉
県
で
は
個
人
３
名
と
４
団
体
が
受
賞
さ
れ
、狭
山
市
か
ら
は
、

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髙
橋
新
狭
山
地
区

連
合
自
治
会
長
（右）

と
片
山
副
会
長
（左）

あじさい祭りで交流の
輪が広がっています

問
合
せ
総
務
大
臣
表
彰
、県
知
事

表
彰
は
秘
書
課
へ
内
線
５
０
５
４
、

消
防
功
労
者
表
彰
は
危
機
管
理
課

へ
内
線
３
６
９
７


